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第 7 章は結論であって 本研究によって得られた結果を総括して述べたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，多層薄膜非相反光導波路とその光アイソレータへの応用に関する一連の研究の成果をまと
めたものであって その主要な成果を要約すると次のとおりである。
すなわち，液晶層，誘電体薄膜，磁性薄膜，異方性磁気光学結晶基板等からなる多層薄膜非相反光導
波路によって，集積化光アイソレータを実現するいくつかの新しい構成法を提案し，設計上および製作
上有用な多くの技術的考案を行っている。また 乙のような多層薄膜非相反光導波路を各種の手法を用
いて詳細に解析しその導波特性を明らかにするとともに，光アイソレータを構成する場合の最適設計
条件等を導いている。さらに，具体的な材料を用いて，著者が考案した各種の多層薄膜集積化光アイソ
レータを試作し，その非相反特性を実験的に確認して，動作原理の正しいことを実証している。
以上のように，本論文は近年急速な進歩をとげつつある光エレクトロニクス集積装置の主要な構成要
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素の一つである集積化光アイソレータについて各種の新しい提案・考案を行い，理論的ならびに実験的
に詳細な考察を加えて 学術的に興味あるいくつかの新しい知見を得るとともに，実用上有用な多くの
基礎資料と設計の指針とを与えたものであって，光エレクトロニクス技術の発展に寄与すると乙ろが多
い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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